JCI　プレストレス技術の有効利用に関する研究委員会(TC-073A)

第６回WG1　議事録（案）

1. 日時：2008年11月07日　14:00～17:00

2. 場所：JCI第5会議室
3. 出席者：5名（下線は欠席者）

西山峰広，中塚佶，井上晋，北山和宏，日比野誠，岸本一蔵，濱田譲，大迫一徳，岡本晴彦，岸田慎司，溝口茂，杉本訓祥，竹崎真一，永元直樹，堤忠彦，柳井修司，田島祐之，谷昌典，大野一昭（JCI事務局）

4. 配布資料：

WG1-6-1：第5回WG1委員会議事録（案）　（2008年7月25日）
WG1-6-2：JCI　PC委員会資料　（濱田委員）
WG1-6-3：グラウンドアンカー工法設計施工指針　（柳井委員）

WG1-6-4：中口径P＆PCセグメント工法におけるPCグラウトの実規模注入実験

（土木学会第62回年次学術講演会平成19年9月）　（柳井委員）

WG1-6-5：JCI-PC委員会WG1　報告書部品たたき台　（永元委員）
WG1-6-6：PRC柱梁十字形部分架構の耐震性能評価に関する実験的研究

（日本建築学会大会2008投稿論文）　（田島委員）
WG1-6-7：構造安全性と生産合理性の融合を目指した鉄筋コンクリート造事務所ビル建築に関する研究　（日本建築学会大会2008投稿論文）（杉本委員）
WG1-6-8：PCaPC圧着柱梁接合部のひび割れ幅に関する検討（岸田委員）
WG1-6-9：3.6.1　PC圧着柱の力学特性（谷委員）
WG1-6-10：1.材料　　　（溝口委員）
5. 議事内容：

(1) 第5回WG1委員会議事録（案）（資料WG1-6-1）について確認を行った。
· 第5回WG1委員会議事録（案）は承認された。
(2) 資料WG1-6-2に基づき，確認を行った。
· ポリエチレンシース管に関して塩化物イオン進入に関していかに考えるか？
→土木学会においても議論あったが、明確な定式は無いが、一つの方法として仮想かぶりとして計算する方法がある。

· fibはコンクリートの品質についての記述はない。
(3) 資料WG1-6-3,4に基づき，グラウンドアンカー工法設計施工指針及び中口径P＆PCセグメント工法におけるPCグラウトの実規模注入実験について柳井委員より説明があった。
· グランドアンカー工法もPCの一部ではないかという意図で紹介された
→その他のPC構造の部分で紹介する

· グランドアンカーは土木・建築で共通な構造であるので面白い項目である。
· 高チクソ型のグラウトをポリエチレンシース管に充填する実験の紹介があった。

· ポリエチレンシース管は内側も凸凹しているのでトンネルのような円形コンクリートを締め付ける際にシース管が擦り切れるかもしれないが、グラウト注入によりPC鋼材保護の確実性を高める。（元々アンボンドPC構造として設計されている）

(4) 資料WG1-6-10に基づき，報告書に貢献可能な内容として，項目別に溝口委員より説明があった。
· 環境強度という単語は使用せず環境脆化（遅れ破壊）に統一する。
· PC鋼材の腐食とそれに伴う水素の発生は重要であるが、実際腐食する際の水素は測定不可能な現状である。（腐食した時にはすでに空気の進入があるため）
· その他の緊張材において由利氏を協力委員として参加していただくのはどうか？

· 高温による引張特性について、PC鋼材について記述できるか？
→建築では部材レベル耐火性を評価しているので、PC鋼材としては難しい。
　  →土木分野でのトンネル耐火試験は非常に厳しいルール（温度上昇）で行う。

(5) 資料WG1-6-5に基づき，永元委員より説明があった。
· 表4.1.1は掲載したい。
· 地震時の安全性については、道路橋・コンクリート示方書・鉄道橋の３つで分かれている。
· せん断補強筋は弾性剛性が変化するので強度を上げて断面を小さくすることは許されていない→実験で示せばＯＫ

· 土木と建築で耐震設計（式）の考え方の違いが浮き彫りになった。
→土木は一つの方法しか認められていないが、建築はいくつか方法がある。

・柱部材対象にして建築・土木で計算を試みる。（土木では梁は塑性を認めないため）
(6) 資料WG1-6-6に基づき，田島委員より説明があった。

· ＰＣ鋼材の付着に関しては今までに発表されている文献よりまとめる作業をする。
· 限界状態の表に説明を加えてまとめる。

· 建築基準法に沿った現行の考え方を表にできないだろうか？

→土木と建築で現行法で比較を試みる。

→実務に係わっている大迫委員にお願いできないか？

(7)資料WG1-6-7に基づき，確認を行った
· 復元力特性についてであるが、どうまとめていくのか？

→杉本委員に説明をいただきたい

(8)資料WG1-6-8に基づき，田島委員より代理で説明を行った。

・　岸田委員にはこのまま接合部ひび割れについてまとめていただく。

 (9)最後に全体で議論した内容を箇条書きに示す。

　・　土木においては実験の際のM-φを求める時抜け出しを考慮する（差引く）

→部材せいの問題が大きいため（実際抜け出しが小さい）

　・　土木も建築も正確な復元力を求める方法を目指しているが、影響因子が異なるため違う方法になってしまう
· 3月上旬か中旬に締切りになるだろう

· 本日の資料をもとに、再度構成を考える（北山幹事）

次回全体会議は，2008年12月16日（火）10:00～13:00にJCI会議室にて開催予定。

以上　（記録：田島）
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